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企業・ＮＰＯ等との連携によるキャリア教育の推進

本事業で進めるキャリア教育を通じて育成する力

−「基礎的・汎用的能力」−とは

「都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム事業」とは

　東京都教育委員会は、平成28年２月に「都立高校改革推進計画・新実施計画」を策定しました。この
計画は、都立高校が生徒を「真に社会人として自立した人間」に育成することを目的としています。そ
の目標Ⅰとして、「次代を担う社会的に自立した人間の育成」を掲げ、具体化するための取組の方向
「企業・ＮＰＯ等との連携によるキャリア教育の推進」の一つに、「都立高校生の社会的・職業的自立支
援教育プログラム事業」が位置付けられています。

企業・ＮＰＯ等支援団体の専門性を生かした

100以上の多様な内容の教育プログラム

　「都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム事業」に
おいて、高校生が、「基礎的・汎用性能力」を身に付けるとともに、
実際の社会の姿を学び、より良い生き方を選択し、行動していく
意欲を持つことができるように、「地域教育推進ネットワーク東
京都協議会」※の会員団体である企業や大学・ＮＰＯ等と学校と
の連携を進めながら、下表に掲載しているように、教育プログラ
ムの充実を図っています。

★ キャリア教育とは
　一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、
キャリア発達※を促す教育
※　キャリア発達：社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程

★ キャリア教育を通して育成することが期待される「基礎的・汎用的能力」
　→分野や職種にかかわらず、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力

★ キャリア教育の実施に当たっては、社会や職業にかかわる様々な体験的な学習
活動の機会を設け、それらの体験を通して、子供・若者に自己と社会の双方に
ついての多様な気付きや発見を得させることが重要である。

※　中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成23年1月）より

　企業や大学、若者支援に関する専門的知識
や経験を有するＮＰＯ等と連携し、都立高校
生が社会や職業について、実感をもって理解
しながら、将来、社会人・職業人として生活し
ていくために必要な能力等を身につけること
ができる教育プログラムを実施しています。
　本事業は、今年度で４年目となり、60を超
える支援団体等の協力を得て、多くの都立高
校で教育プログラムが活用され、生徒の学習
意欲やコミュニケーション力の向上が図られ
るとともに、「『働くこと』などについて具体的
に考えるようになった。」という声が高校から
寄せられています。

人間関係形成・
社会形成能力

（例）他者の個性を
理解する力、他人
に働きかける力、
コミュニケーショ
ン・スキル、チーム
ワーク、リーダー
シップ等

自己理解・
自己管理能力

（例）自己の役割の
理解、前向きに考
える力、自己の動
機付け、忍耐力、ス
トレスマネジメン
ト、主体的行動等

課題対応能力

（例）情報の理解・
選択・処理等、本質
の理解、原因の追
及、課題発見、計画
立案、実行力、評
価・改善等

キャリアプラ
ンニング能力

（例）学ぶこと・働
くことの意義や役
割の理解、多様性
の理解、将来設計、
選択・行動と改善
等

　また、実施に当たっては、必ず事前に学校と支援団体とで打合
せを行い、キャリア教育の目的、年間計画の位置付け、生徒の様
子、活用する時期、前後の学習活動等を踏まえて、教育プログラム
を効果的に活用できるように、授業当日に向けての内容や進行、
教材等をアレンジしながら、学校ニーズに合わせて実施していま
す。 

※　地域教育推進ネットワーク東京都協議会
　企業・大学・ＮＰＯ等とのネットワークをつくり、子供たちに豊かで、多様な体験学習活動が提供できるようにサポートし、活性化していく仕組みづく
りを目指して、東京都教育委員会が平成17年８月に設置しました。現在、500を超える企業・大学・ＮＰＯ等とのネットワークへと広がっています。

都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム事業

★ 社会人と出会い、話し、働くことの意義や役割を学び、考える
・各教室に社会人が入り、生徒と質疑応答がしやすい形での講演 
・社会人講師とファシリテーター（進行役）が各教室に入り、社会人から話を聞き、ファシリテー
ターがインタビューの見本を見せる。小グループでインタビュー体験
・体育館等の広い会場に、20名程度の社会人がコーナーを作り、生徒は３名の社会人から25分
ずつ話を聞く。事前学習時に社会人のプロフィールを紹介し、生徒は、興味のある講師を事前
に選んでおく。
・新入社員から、高校・大学時代の生活や仕事を選んだ理由、現在の仕事についての話を聞く。
・社会人と生徒代表がパネラーとしてディスカッション。出された課題についてグループで話
し合い、発表する。

★ 働くための基礎知識を学び、将来設計を考える 
・お金について考える。
  ライフプランや将来の家計シミュレーション、経済や金融の仕組み、株式の仕組み
・労働法、賃金、保険等について学ぶ。

★ 専門学校・大学等の進学先について学ぶ

・大学生から、実際に使っているテキスト、時間割、写真等を活用した大学生活の紹介と将来の
夢等について聞く。
・大学の通常の授業に参加する。
・就職内定者から、高校時代の過ごし方、大学の選び方等を聞く。
・複数の専門学校が設置した職業別ブースで、職業人の指導を受けながら、様々な職業を体験する。

★ コミュニケーション・スキルを向上させる

・ゲーム的な内容から、小グループでの発表まで複数回で取り組む。
・いくつかのゲームで身体を動かし、短い演劇のシーンを創作し、発表する。

★ 課題対応能力を向上させる 

・実在の企業から出されたミッションに、チームで取り組み、企画を提案する。
・摸擬会社を作り、企業活動を体験。社会人が社外取締役としてサポートする。
・学校や地域の課題を調べ、解決策を話し合い、発表する。

★ 学校外でのキャリア教育プログラム（体験活動）に参加する

・企業を訪問し、見学と課題解決プログラム等を体験する。
・支援団体が実施する高校生対象のプログラムに参加する。

2 とうきょうの地域教育


